
図1　接触抵抗の電圧飽和特性と飽和定数 Isat 図2　飽和定数による短絡抵抗の推定例

　確実な列車検知は，運転保安の確保に必須の技術である。

現状では，列車検知技術として，実績のある軌道回路が広

く利用されている。しかし，軌道回路には短絡不良が発生
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しうるという問題が

存在する。確実な列

車検知のためには，

短絡抵抗を定量的に

推定できることが重

要である。短絡抵抗

は，レール表面状態

を含む車輪・レール

接触の条件の影響を

受けることが明らか

になってきている。

　この課題に対処するため，本研究では，軌道短絡現象の

理解の深度化を図った。そして，得られた知見を活用し，

短絡抵抗の推定手法を2つ提案した。一つは，車輪・レー

ル接触の状態を反映する電圧飽和特性に基づく方法，もう

一つは，接触抵抗を模擬する等価電気回路を利用する方法

である。これら手法を用いることで，接触状態に影響する

複数の条件が変化する場合においても，短絡抵抗の定量的

な評価が可能となる。
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